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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. ウイルス感染症におけるヒト細胞傷害性 T 細胞に関する研究 

 

Ⅱ. 感染症・がんにおけるヒト自然免疫型 T 細胞に関する研究 

 

Ⅲ. T 細胞誘導型ワクチンに関する研究 

 

私達の研究室では、獲得免疫を担っている細胞性免疫応答の中でも、細胞傷害性 T 細胞ならびに自然免疫

様の応答が特徴的な自然免疫型 T 細胞応答ならびにその分子抗原認識機構について研究を行っています。

ヒト細胞傷害性 T 細胞に関する研究では、新型コロナウイルス変異株の免疫逃避機構(Cell Host&Microbe 

2010)、ワクチン誘導型 T 細胞の変異株に対する抗原認識機構(Nature Communications 2022, JCI Insight 

2026)、日本人で長期間維持される記憶 T 細胞に備わった分子認識機構（Nature Communications 2025）

を明らかにしています。ヒト細胞傷害性 T 細胞に関する研究では、プロバイオティクス誘導型の自然免疫

型 T 細胞が抗腫瘍効果を発揮すること（Frontiers in Immunology 2026）を明らかにしています。T 細胞

誘導型ワクチンに関する研究については、非天然アミノ酸による T 細胞抗原の改変により、機能的な T 細

胞応答が誘導されること（Frontiers in Immunology 2026）を明らかにしています。 
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【特殊技術・特殊装置】  
 
1. フローサイトメトリーでの解析  5.  HLA トランスジェニックマウスでの検証 

2. ヒト T 細胞の in vitro および ex vivo 解析 6. CRISPR/Cas9 による遺伝子欠損法 

3. T 細胞受容体 (TCR)の同定 7. レトロウイルスベクターによる遺伝子導入 

4.  TCR の再構築系    8. P3 実験室 
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